環境未来都市提案書（様式１）
平成○○年○○月○○日
地方公共団体の長の氏名　　　　　印
（共同で提案を行う者の氏名　　　　　印）
注　氏名の記載を自署で行う場合には、
押印を省略することができます。
	タイトル
	

	提案者
	※複数の主体が連携した提案についてはすべての主体を明記するとともに、代表となる提案者に◎を付す

	担当者・連絡先
	担当者の所属　　
※複数の主体が連携した提案については取りまとめ担当者を記す
氏名
電話番号／ファックス番号／メールアドレス

	総合特区との関係
	指定申請する予定又は指定申請した場合には、その名称を記す（本様式中の別紙に詳細を記載すること）



＜留意事項＞
・冗長な記載とならないよう、必要な内容を簡潔に記載すること。
・必要に応じ、参考資料を添付すること。
１．将来ビジョン
（１）目指すべき将来像
	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（必要に応じ記載）
注１）　環境未来都市として目指すべき将来像を市民の目線で定性的に記載すること。価値の創造については、（２）に記載すること。
注２）　①過度に現状に捉われることなく、思い描くことができる未来の一時点（「環境未来都市」構想のコンセプト中間取りまとめ（以下「コンセプト」という。）では2050年を想定）及び②①の未来と現状の中間的な時点（10～20年後程度）について記載することが望ましい。
注３）　複雑な経済社会的背景、地方公共団体の総合計画との差異や整合性等の説明については、必要に応じ「解説」として付記することが望ましい。
注４）　社会的連帯の回復や生活の質の向上が志向されていることが明らかであるような記載内容となっていることが望ましい。
注５）　選定基準の①将来ビジョン（a.魅力度）については、主として本欄の記載事項に基づき評価することとなることに留意すること。



（２）目指すべき将来像の実現に向けた課題・目標の設定と価値創造
①環境
	ⅰ）課題・目標

	＜テーマ＞　x) ○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（必要に応じ記載）
注１）　（１）目指すべき将来像の実現に向けた課題・目標について定性的に記載すること。
注２）　テーマについては、以下の中から最も該当するものを選択し、記載すること。
　a) 低炭素・省エネルギー
　b) 水・大気
  c) 自然環境・生物多様性
　d) ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）
注３）　複雑な経済社会的背景等の説明については、必要に応じ「解説」として付記することが望ましい。


	ⅱ）評価指標及び数値目標

	　評価指標－１：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－１：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
　評価指標－２：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－２：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
注１）　ⅰ）で設定した課題・目標の解決・達成の状況を把握するための評価指標及び数値目標を記載すること。
注２）　目標の記載に当たっては、目標が数値として表され、目標達成年次が明示されている等、できる限り具体的に記載することが望ましい（複数の目標を設定することも可）。
注３）　数値化できない目標又は数値化困難な目標もあると想定されるため、定性的なものがあっても構わない。ただし、コンセプトで整理したとおり、環境未来都市においては、自らの取組状況を把握・評価し、PDCAサイクルを回していくことに留意すること。本欄は、その際に活用し得る指標と目標を設定するもの。


	ⅲ）課題の解決・目標の達成に向けた取組方針

	　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　×××××××××××××（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－２に対する寄与度：○○）
注１）　２．取組内容との関係に留意しつつ、ⅰ）及びⅱ）の実現に向けた中長期的な取組方針を記載すること。
注２）　中長期的な取組方針の数値目標に対する寄与度を明らかにすることができる場合には、できる限り記載することが望ましい。定性的な記載でも可。


	ⅳ）課題の解決・目標の達成の過程で創造される価値

	ア）環境価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
イ）社会的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
ウ）経済的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　当該課題解決・目標達成の過程で創造される価値について記載すること。必ずしも定量的に記載する必要はない。
注２）　創造される価値が、例えば、環境価値と経済的価値のみである場合には、それらのみ記載すること。


	ⅴ）取組の実現を支える地域資源等の概要

	　・地理的条件
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人口・人口構成
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・産業構造、地域の産業を支える企業の集積等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域独自の技術の存在
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・都市構造・社会資本の現状
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・地域の歴史、伝統、文化
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人材、ＮＰＯ等の地域の担い手の存在等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域内外の人材・企業等のネットワーク
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・その他の地域の蓄積
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　取組の実現可能性を裏付けるような地域資源等についてのみ記載すること。ここに示した項目のすべてを記載する必要はない。
注２）　選定基準の①将来ビジョン（b.必然性）については、主として本欄の記載事項に基づき評価することとなることに留意すること。



注）　課題・目標が複数ある場合には、課題・目標ごとに上記ⅰ）～ⅴ）を記載し、最上部に「①環境－１」、「①環境－２」、「①環境－３」のように通し番号を付すこと。
②超高齢化対応
	ⅰ）課題・目標

	＜テーマ＞　x) ○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（必要に応じ記載）
注１）　（１）目指すべき将来像の実現に向けた課題・目標について定性的に記載すること。
注２）　テーマについては、以下の中から最も該当するものを選択し、記載すること。
　e) 医療産業
　f) 地域医療
  g) 地域の介護・福祉
　h) 子育て・教育
注３）　複雑な経済社会的背景等の説明については、必要に応じ「解説」として付記することが望ましい。


	ⅱ）評価指標及び数値目標

	　評価指標－１：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－１：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
　評価指標－２：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－２：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
注１）　ⅰ）で設定した課題・目標の解決・達成の状況を把握するための評価指標及び数値目標を記載すること。
注２）　目標の記載に当たっては、目標が数値として表され、目標達成年次が明示されている等、できる限り具体的に記載することが望ましい（複数の目標を設定することも可）。
注３）　数値化できない目標又は数値化困難な目標もあると想定されるため、定性的なものがあっても構わない。ただし、コンセプトで整理したとおり、環境未来都市においては、自らの取組状況を把握・評価し、PDCAサイクルを回していくことに留意すること。本欄は、その際に活用し得る指標と目標を設定するもの。


	ⅲ）課題の解決・目標の達成に向けた取組方針

	　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　×××××××××××××（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－２に対する寄与度：○○）
注１）　２．取組内容との関係に留意しつつ、ⅰ）及びⅱ）の実現に向けた中長期的な取組方針を記載すること。
注２）　中長期的な取組方針の数値目標に対する寄与度を明らかにすることができる場合には、できる限り記載することが望ましい。定性的な記載でも可。


	ⅳ）課題の解決・目標の達成の過程で創造される価値

	ア）環境価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
イ）社会的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
ウ）経済的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　当該課題解決・目標達成の過程で創造される価値について記載すること。必ずしも定量的に記載する必要はない。
注２）　創造される価値が、例えば、社会的価値と経済的価値のみである場合には、それらのみ記載すること。


	ⅴ）取組の実現を支える地域資源等の概要

	　・地理的条件
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人口・人口構成
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・産業構造、地域の産業を支える企業の集積等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域独自の技術の存在
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・都市構造・社会資本の現状
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・地域の歴史、伝統、文化
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人材、ＮＰＯ等の地域の担い手の存在等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域内外の人材・企業等のネットワーク
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・その他の地域の蓄積
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　取組の実現可能性を裏付けるような地域資源等についてのみ記載すること。ここに示した項目のすべてを記載する必要はない。
注２）　選定基準の①将来ビジョン（b.必然性）については、主として本欄の記載事項に基づき評価することとなることに留意すること。



注）　課題・目標が複数ある場合には、課題・目標ごとに上記ⅰ）～ⅴ）を記載し、最上部に「②超高齢化対応－１」、「②超高齢化対応－２」、「②超高齢化対応－３」のように通し番号を付すこと。
③その他
	ⅰ）課題・目標

	＜テーマ＞　i) ○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（必要に応じ記載）
注１）　（１）目指すべき将来像の実現に向けた課題・目標について定性的に記載すること。
注２）　テーマについては、①環境及び②超高齢化対応以外のテーマを適宜記載すること。
注３）　複雑な経済社会的背景等の説明については、必要に応じ「解説」として付記することが望ましい。


	ⅱ）評価指標及び数値目標

	　評価指標－１：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－１：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
　評価指標－２：○○○○○○○○○○○○
　数値目標－２：○○○○○（平成○○年○月現在）→○○○○○（平成○○年）
注１）　ⅰ）で設定した課題・目標の解決・達成の状況を把握するための評価指標及び数値目標を記載すること。
注２）　目標の記載に当たっては、目標が数値として表され、目標達成年次が明示されている等、できる限り具体的に記載することが望ましい（複数の目標を設定することも可）。
注３）　数値化できない目標又は数値化困難な目標もあると想定されるため、定性的なものがあっても構わない。ただし、コンセプトで整理したとおり、環境未来都市においては、自らの取組状況を把握・評価し、PDCAサイクルを回していくことに留意すること。本欄は、その際に活用し得る指標と目標を設定するもの。


	ⅲ）課題の解決・目標の達成に向けた取組方針

	　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　×××××××××××××（数値目標－１に対する寄与度：○○）
　○○○○○○○○○○○○○（数値目標－２に対する寄与度：○○）
注１）　２．取組内容との関係に留意しつつ、ⅰ）及びⅱ）の実現に向けた中長期的な取組方針を記載すること。
注２）　中長期的な取組方針の数値目標に対する寄与度を明らかにすることができる場合には、できる限り記載することが望ましい。定性的な記載でも可。


	ⅳ）課題の解決・目標の達成の過程で創造される価値

	ア）環境価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
イ）社会的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
ウ）経済的価値
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　当該課題解決・目標達成の過程で創造される価値が、例えば、社会的価値と経済的価値のみである場合には、それらのみ記載すること。


	ⅴ）取組の実現を支える地域資源等の概要

	　・地理的条件
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人口・人口構成
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・産業構造、地域の産業を支える企業の集積等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域独自の技術の存在
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・都市構造・社会資本の現状
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
・地域の歴史、伝統、文化
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・人材、ＮＰＯ等の地域の担い手の存在等
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・地域内外の人材・企業等のネットワーク
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　・その他の地域の蓄積
　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　取組の実現可能性を裏付けるような地域資源等についてのみ記載すること。ここに示した項目のすべてを記載する必要はない。
注２）　選定基準の①将来ビジョン（b.必然性）については、主として本欄の記載事項に基づき評価することとなることに留意すること。



注）　課題・目標が複数ある場合には、課題・目標ごとに上記ⅰ）～ⅴ）を記載し、最上部に「③その他－１」、「③その他－２」、「③その他－３」のように通し番号を付すこと。
（３）３つの価値の総合的な創造
	①３つの価値の総合的な創造による相乗効果・副次的効果の発現

	「課題・目標」、「課題・目標」：
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
「課題・目標」、「課題・目標」、「課題・目標」：
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　（２）に記載した「課題・目標」のうち、複数の課題・目標を一体的に行うこと等により、３つの価値を総合的に創造し、相乗効果や副次的効果を生み出すことができるものについて、網羅的に記載すること。
注２）　「課題・目標」は、（２）に記載した課題・目標のうち、３つの価値創造につながる組み合わせを「①環境－１、②超高齢化対応－１」、「①環境－２、②超高齢化対応－２、②超高齢化対応－３」のように記載すること。その上で、それぞれの組み合わせによる相乗効果や副次的効果について説明を付すこと。


	②３つの価値の総合的な創造のための方策

	○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　（１）の実現に向け、様々な取組を進め、長期にわたって３つの価値を総合的に創造し続けていくための方策があれば、記載すること。



２．取組内容
（１）５年以内に実施する取組の内容
	＜＜取組名＞＞（対応する課題・目標）

	①取組内容

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	②実施主体

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	③実施エリア

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　エリア設定の考え方があれば、「解説」として付記すること。


	④事業費・事業規模

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　事業費・事業規模の根拠について、必要に応じ「解説」として付記すること。


	⑤実施時期

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	⑥当該取組から創出される成功事例とその普及展開の考え方、自立的・自律的モデルの実現可能性

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　他の取組と一体的に進めることで成功事例を創出する場合等の説明があれば、必要に応じ「解説」として付記すること。なお、すべての取組から成功事例が創出されること、自立的・自律的モデルが構築されることを想定している訳ではない。


	⑦当該取組を進める上での障壁とその解決を図るために必要な措置に関する国への提言

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　国への提言があれば記載すること。


	⑧その他

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　先駆性や更なる取組の拡大に資する人材の育成等に関する事項があれば、必要に応じて記載すること。



注１）　１．将来ビジョンの実現との関係性に留意しつつ、具体的な取組内容を記載すること。「対応する課題・目標」には、１．（２）に記載した課題・目標のどれに該当するのかが明らかとなるよう、例えば、「①環境－１」のように記載すること。
注２）　取組ごとに①～⑧を記載し、「１＜＜取組名＞＞（対応する課題・目標）」、「２＜＜取組名＞＞（対応する課題・目標）」のように、通し番号を付すこと。
注３）　取組内容や実施主体が確定しており、その実現可能性が高いこと、また、関係者の合意形成が調っていることが明らかになされていることが望ましい。
注４）　同一又は類似の内容の取組が複数ある場合は、まとめて記載しても良い。
（２）内閣府補助事業（環境未来都市先導的モデル事業）で実施を希望する事業内容
	①事業内容

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	②実施主体

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	③実施エリア

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


	④事業費・事業規模

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　年度別に記載すること。


	⑤その他

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○



注１）　別途、当該補助事業についての公募を行う予定であるが、希望する事業があれば現時点の案について記載することが望ましい。
注２）　当該補助事業の実施を希望しない場合は、本欄を記載する必要はない。
＜参考＞環境モデル都市先導的モデル事業とは
　・平成23年度内閣府予算（総額10億円、２分の１補助）
　・繰越明許費であるため、平成24年度に繰り越すことも可能。
　・選定した環境未来都市において、先端的な技術・システム等を複合的に組み合わせるなどの先導的な事業に対する補助。
　・複数の省庁にまたがるような事業であって、それらを一体的に進めることが必要なものに限って支援。
（３）地域の責任ある関与（地域において講ずる措置）
	①地域独自の税制・財政・金融上の支援措置

	　・○○○補助金（平成○○年より措置／平成○○年度予算額：○百万円）：＜取組名＞
　・○○○促進税（平成○○年より措置／平成○○年度税収額：○百万円）：＜取組名＞
　・○○○税の緩和（平成○○年より措置／平成○○年度減収額：○百万円）：＜取組名＞
　・○○○融資制度（平成○○年より措置／平成○○年度までの累計融資額：○百万円）：＜取組名＞


	②地方公共団体の権限の範囲内での規制の緩和や地域独自のルールの設定

	　・○○○（○○法の規制対する上乗せ規制）：＜取組名＞
　・○○○（地域独自の規制の緩和）：＜取組名＞


	③その他の地域の責任ある関与として講ずる措置

	　・○○○○：＜取組名＞



注）　「取組名」には、それぞれ（１）に記載した取組のどれに該当するものであるのかを記載すること。複数の取組に関連する場合には、すべての取組名を記載すること。
（４）取組全体のスケジュール
	平成○年度：○○○
　　・・・
　平成○年度：○○○
　　解説：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　（１）に記載した取組について、それぞれどのようなスケジュールで実施するのか記載し、取組全体のスケジュールを明らかにすること。
注２）　時間的に急ぐものから取り組むといったビジネスの観点についての考え方、環境未来都市における取組全体として、将来的に自立・自律することについての考え方等について、「解説」として付記することが望ましい。



注）　併せて、（１）の取組の実施エリアについて、一覧できる地図を添付すること。
３．体制
（１）実施主体の実効性と熟度
	①実施主体の体制（コンソーシアム）

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　構成員、役割分担・責任分担、意思決定プロセス等を記載すること。できる限り体制図を添付すること。
注２）　部局間の縦割りによる弊害を生じさせないための方策についても明らかにすること。
注３）　現時点でコンソーシアムが形成されていない場合には、形成されていない旨明記した上で、今後形成しようとする体制及びその実現に向けた戦略（いつ、誰が、どのようにまとめるのか等）について記載すること。


	②実効ある取組の継続性を担保するための方策（安定的なガバナンスについての考え方）

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　コンソーシアムでの取組を継続的に実施するための経費及び人材の確保についての方策、環境未来都市として自立・自律するための方策、多様な取組のそれぞれに対して人・もの・金を適切に投入するための方策、住民を始めとしたステークホルダーの理解と協力を得るための方策等について記載すること。



（２）プロジェクトマネジメントの着実な実施
	①プロジェクトマネジメントの方法

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　環境未来都市全体の経営的なマネジメントと２．取組内容に記載したそれぞれの取組の進捗管理的なマネジメントについて、どのような方法で実施するのかを記載すること。
注２）　事業を途中で中止することを決定できること、その場合のリスクについて正確に評価することができることについても明らかにすること。


	②プロジェクトマネージャー

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注１）　プロジェクトマネージャーを確保している場合には、その人名・肩書き等を、今後プロジェクトマネージャーを確保する場合にはその方針等を記載すること。
注２）　プロジェクトマネージャーに付与する権限についても明らかにすること。



（３）都市間連携・ネットワークの有効活用
	①都市間連携・ネットワークの活用方法

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　国内外の都市間連携・ネットワークをどのように有効活用するのか、できる限り具体的に記載すること。特に、都市間連携・ネットワークを活用して、国内外のベストプラクティスを取り込むこと、自ら創出した成功事例を普及展開することについての方策について明らかにすること。


	②現在有している都市間連携・ネットワーク

	　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
注）　現に機能している都市間連携・ネットワークがあれば、記載すること。



（別紙）総合特区との関係について
環境未来都市提案書（様式１）の１頁において、総合特区の指定申請に係る名称を記している場合であって、環境未来都市及び総合特区の両方に共通の課題・目標を持つものがあれば、＜１．将来ビジョン、（２）目指すべき将来像の実現に向けた課題・目標の設定と価値創造、①環境・②超高齢化対応・③その他、ⅰ）課題・目標＞において記載した「テーマ」を以下に記載すること。
	１
	x) ○○○○

	２
	x) ○○○○

	・
・
・
	　　　・
　　　・
　　　・



注）　環境未来都市及び総合特区の両方に提案・申請し、相互に関連するものについては、評価の過程において、連携を図る予定。
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